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　平野雄太良さんは、観音様山門脇のラーメン店、銚子麺
屋 潮の31歳の若き店主だちょ。
　市内で事務員をしていた平野さんは週4日食べるほど
のラーメン好き。あるとき、若者にも新鮮で個性的なラー
メン屋を銚子でやろう！と決意。料理自体未経験だった
けど、大手ラーメンチェーン店での研修、店長勤務、有名
店での修行などを経て、2年半前めでたく故郷銚子に店を
構えました。こだわりは地の食材を活かすこと。醤油、味
噌、ひ志おや野菜は銚子産のものを使用してるちょ。
　2014年の夏に県内屈指の音楽イベントに出店したと
きには、なんと2日間で900食を売り上げる大記録を達
成。「自分の作った味がたくさんの人に受け入れられてう
れしかった」と平野さん。「他人と同じ事をしていては同
じ結果しか出ない」がモットー。

　銚子の食＝魚の印象は根強く、ラーメンの好みは人そ
れぞれ。それでも、潮のラーメンを食べに銚子に来た、と
言われるような“銚子の星”になるのが目標と熱く思いを
語ってくれたちょ～。
　さて、最後まで読んでくれたあなたに平野さんからとっ
ておきのプレゼント。3月中「ちょーぴーのI♡銚子を見
た」と言った方に、まぜそば750円を600円でご提供！豊
富なメニューからお好みの一杯を見つけてちょ♪

のI❤銚子
～銚子の魅力を発信するちょ～

銚子ラーメン界の若き求道者
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協力/銚子商工会議所青年部

▲

まぜそば

「渾身の一杯を召し上がれ!」と平野さん「渾身の一杯を召し上がれ!」と平野さん

■平野さんのお店■
銚子麺屋　潮

飯沼町8-5
☎（25）1515


